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　回転する系では地表面付近にエクマン層と呼ばれる地表面摩擦の影響を受けた層が形成される。エクマン層

内の質量収束・発散と対応して、その上端・下端では、エクマン層と質量をやり取りする鉛直流（エクマンパ

ンピング速度）が存在する。地球大気で言えば、エクマンパンピング速度は平均流として与えられる自由大気

の相対渦度に比例することが一般的に知られている（Holton 2006）。また、この関係により、自由大気中の

渦は、効率的に角運動量を輸送して減衰するという性質がある（線形論では擾乱が指数関数的に減衰）。しか

しこの関係は、自由大気の流速が遅く一様であるという仮定の下導出されている。そこで本研究では、エクマ

ンパンピング解を一般化するために、この仮定を取り除いた定式化を試みた。すると、ある条件を満たすと擾

乱が指数関数的に成長することが示された。つまり、これまで渦を減衰するのみと考えられていたエクマンパ

ンピングが、ある条件を満たすと逆に渦の成長を促す方向に働くことが分かった。その条件とは、自由大気の

流速が速く、渦度の空間変動が大きいときである。著者らは、台風の中心外側に形成する第二の目の壁雲（通

常は目を取り囲む１つしかない）の発生メカニズムに応用できることを示した。
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